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演習の所要時間 分程度

解決策 練習課題

最終シミュレーションとポスト処理を実行

で プロジェクトを完了するには、プログラミングされたツールパスを検証し、干

渉がないことを確認するための最終シミュレーションが常に必要です。これらのツールパス

は、ポスト処理され、 マシンに送るためにエクスポートされます。

学習の目的

● セットアップ全体をシミュレーションします。

● プロジェクト内で潜在的な問題を特定します。

● マシンで使用するファイルを作成します。

完成図
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 提供されたデータセット

を開きます。

セットアップを右クリックして 生成 を選

択し、セットアップに含まれるすべての操

作が生成されていることを確認します。

図 操作を生成します。

 ミル タブのツールバーで、 アクション

マシンを使用してシミュレート をクリック

して、パーツのセットアップ全体のシミュ

レーションを行います。シミュレーション

全体を実行して、干渉の有無にかかわらず

工具を観察し、ガウジしたストックのパー

ツを観察します。

注 ストック、ガウジした材料、およびパー

ツを区別しやすくするために、シミュレー

ションの場合は、色付けオプションを比較

に変更すると便利な場合があります。

図 セットアップ全体をシミュレートします。
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 工具 ホルダーとストックまたは定義済み

の器具との間に干渉がないことを確認し

ます。

シミュレーションの進行状況バーの下部に

は、衝突は赤いマークで示されます。ま

た、工具 ホルダーは干渉時に赤色で強調表

示されます。

注 衝突が発生する場所をより正確に特定す

るには、シミュレーションダイアログのス

トックセクションで 衝突で停止 オプショ

ンを選択します。

図 シミュレーションの干渉をチェックします。

 シミュレーション全体が確認され、干渉が

ないことが確認された後、セットアップ全

体を選択し、 ミル タブのツールバーで、

アクション ポスト処理 をクリックし

ます。

図 セットアップをポスト処理します。
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 表示される プログラムウィンドウで、

ターゲットマシンのポストコンフィグを定

義します。この練習の練習シリーズでは、

が選択されているため、ポ

ストは対応するコントローラに設定されて

います。

必要に応じて、プログラムの名前やプログ

ラム番号などの詳細を更新します。

注 指定したマシンおよびポスト設定に対応

するポストプロパティがいくつかありま

す。次に進む前に、プロジェクトに関連す

るプロパティを選択します。

図 プログラム設定を行います。

 プログラムウィンドウ上部の工程タブを

クリックし、セットアップ内のすべての工

程が選択されていることを確認します。

ポストをクリックして、ポスト処理の プ

ログラムプロパティを確定します。

注 パーツによっては複数のセットアップが

必要な場合があり、加工者が必要とするも

のに応じて、個別のセットアップ 操作を個

別にポストすることができます。

図 ポストされる操作です。
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 ポストされたコードは、システムの既定の

コードエディタで開かれます。この場

合、自動的に で開か

れます。

プログラムの上部で工具順序を確認し、コ

ードを確認して、すべての工程が含まれて

いることを確認します。各操作は、新しい

行で区切られたコードのブロックです。

注 コードは、ポスト処理中に プログラ

ムウィンドウで指定したフォルダに保存さ

れます。

図 投稿されたコードを確認します。


